










里山歳時記さ と や ま さ い じ き

ー稲刈りーー草取りとホタル鑑賞ー ートンボの観察会ー
　今年もたくさんの方に一年の実
りを収穫していただきました。毎
日のように食べているお米。今で
は機械で刈り取りしますが一昔前
まで手で行っていました。イベン
トでは刈り取りからおだがけまで
を手作業で体験していただいてい
ます。小さい子たちも自分の背丈
ほどもある稲の束を一生懸命運ん
で「よいしょ！」と竹で作った稲
木にかけてくれていました。

　田植えが終わり、暑さが増してくると
田んぼには雑草が生えてきます。自然学
校の田んぼは無農薬栽培なので放ってお
くとそこらじゅう雑草だらけになるので
草取りをします。イベントでは昔ながら
の中耕除草機という器具を使います。初
夏の陽気で皆さん汗だくになりながらも
綺麗に除草をしていただきました。夜は
ホタル鑑賞で薬を使わない除草作業の成
果を楽しんでいただきました。

　自然学校が活動している里山に
は多種多様なトンボが生息してい
ます。冬を越すものもいるのでほ
ぼ一年中何かしら見かけます。観
察会の時期はイトトンボの仲間が
多く見られました。希少なものや
色鮮やかなもの、ゆっくり飛び回
るもの、触れることをためらうほ
ど繊細な彼らはトンボの魅力の奥
深さを教えてくれます。

・２月18日（日）　   里山の野鳥観察会
・３月31日（土）　　里山のお花見トレッキング 
・４月14日（土）      畔塗りと稲苗作り体験 
・４月15日（日）　   畔塗りと稲苗作り体験
・４月22日（日）　   巨木巡りと里山トレッキング 

・５月12日（土）　    田植え体験
・５月13日（日） 　　田植え体験 
・６月 ２日（土）       田植えとゲンジボタル鑑賞 
・６月 ２日（土）　    水路の生き物観察会
・６月 ９日（土）　    田んぼの草取りとホタル鑑賞
※各イベントの詳細は別紙チラシをご覧ください。 

　初夏の訪れと共に里山の緑は一段と濃さを増していきます。生き物たちも活発に活動を始め、虫や鳥の
鳴き声が山に響き渡ります。田植えをした苗はあっという間に大人の膝丈ほどに成長し、葉が青々としてく
る８月のお盆には正月のお飾り用に刈り取り天日干しをして色止めをします。真夏の暑さと鮮やかな緑が
自然を強く感じさせます。９月には黄金色に実った稲の収穫です。自然学校では化石燃料を使わず昔なが
らのおだがけによる天日干しで乾燥させるので旨味が詰まったお米になります。田の神様は今年も収穫が
無事済んだことを見届けて出雲へと向かわれたことでしょう。

イベントだより
空も緑も色鮮やかな季節です。 今年も無事収穫できたことに感謝です。



里山に棲む生き物を知る
生物多様性を目指して

学校の課外事業

　日本では最小、世界では２
番目に小さいネズミです。そ
の名の通り茅や稲の間に鳥
の巣によく似た小さな巣を
つくります。よく見ると、葉の
先を細く裂いて集めて巻い
ているので生えている稲の
葉の先がそのまま巣になっ
ているという面白い構造に
なっています。残念ながらあ
まり姿を見せないので今回
は巣の写真のご紹介だけに
なります。

カヤネズミルリモンハナバチ

　瑠璃色の体をした非常に珍しい蜂。この蜂が好む花とよ
く似た花が自然学校の里山にも自生しているので、生息す
ることが出来ているのではないかと思われます。群れを作
らず単独で生活していることもあって個体数が少なく実際
に目にすることが出来れば幸せになれるかも。

幸せを呼ぶ青
い蜂

生物多様性センター

生物調査　大島健夫さん

　課外授業の一環として市原市立千種中
学校の生徒さんが150名ほど里山に来てく
れました。普段の生活ではなかなか触れた
り目にする機会のない里山。トレッキングを
してフィールドを見学した後は開墾中の奥
の谷津田や横井戸の見学、田んぼの草取り
体験、トンボ池での専門家の解説など、これ
を機に里山に興味を持ってくれた子が継続
的に訪れてくれればなお嬉しい限りです。

　里山では毎月一回、外部の方に依頼して
里山の生物調査をしていただいています。
大島さんは生き物について驚異的な知識
をお持ちなだけでなく、独特の視点で多く
の愛情を注いでおられます。大島さんの調
査によって里山の生物多様性がかなり明ら
かになってきました。そんな大島さんの世
界観が分かる里山の生き物の本も出版さ
れているのでご興味のあるかたは是非ご一

　生物多様性センターという千葉県の機関
の生物多様性調査団現地研修会が自然学
校の里山で行われました。フィールド内で
の生き物の見つけ方を講習した後は珍し
い生き物の紹介など、数々のフィールドで
調査を行っている彼らも、里山の生物多様
性にはとても驚いていました。調査では、見
つけることも大事ですが、「いない」という
ことを確認することも大事な作業だそうで

　里山での活動はお米づくりやイベントだけではありません。自然豊かな里山に生息する多種多様
な生き物の調査や現地の視察、学校の課外授業なども行われています。生物多様性を守り、より多
様な環境を育んでいくために、様々な分野の方々のご協力やご支援をいただいて、里山は今日も生
き物がいっぱいです。



トリブバン国際空港

人で賑わう空港の駐車場

デビ小学校到着

熱心にブリーフィングを受ける参加者

子ども達との交流プログラム



新校舎建設現場の様子

カピラバストゥ門の遺跡

マヤデビの池と菩提樹








